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御厨ぶどうドライブスルー販売

　松浦の極み認定の御厨ぶどうのドライブス
ルー販売会がＪＡながさき西海牟田集荷所で
開催されました。
両日とも多くの来場者が販売開始前から並び、

「毎年、楽しみに来ている」、「お目当ての商品を
買うために 2 日とも来た」との声がありました。
　今年は、巨峰、安芸クイーン、シャインマ
スカットの 3 品種の単品・混合（1 箱 4 パッ
ク入り）が用意され、2 日間で約 1,000 箱
が販売されました。

ＪＡながさき西海松浦地区御厨ぶどう部会
～ 8/4
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（水） オーストラリアから新しい先生

　新しくＡＬＴ（外国語指導助手）として着
任する、フィオナ・トーさんの辞令交付式が
行われました。
　フィオナさんはオーストラリア、メルボル
ン出身で、オーストラリアで学校助教諭とし
て勤務されていました。
　今後は、志佐小学校、青島小中学校、調川
小学校、福島中学校で勤務する予定です。
（21 ページに紹介あり）

ＡＬＴ辞令交付式

▲フィオナさん（写真中央）
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（日） 文化会館をまるごと楽しむ

　同イベント（文化会館主催）が文化会館で
開催されました。
イベントでは、夏休みの工作に適したハン

ドメイド雑貨やアクセサリーづくり、バレエや
少林寺拳法などの体験教室が開催されました。
　会場では、「アジフライの聖地　松浦」に
関連したお菓子やキーホルダーが販売されるな
ど、市内外の約 50 店舗が出店しました。また、
ロビーでは歌や演奏などパフォーマンスも行
われ楽しいイベントになりました。

まるごと一日お楽しみDAY　2023
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（日） 松浦アールスメロンまつり

　松浦の極み認定の松浦アールスメロンまつ
りが（道の駅）松浦海のふるさと館　漁村体
験学習施設で開催されました。
　今年は高温や天候不良で栽培が難しい年で
したが、生産者のきめ細かな栽培管理によ
り、品質の良いメロンに仕上がりました。
　当日は、市内外から旬のメロンを求めた来
場者で早朝から行列ができ、用意したメロン
約 360 ケースのほか、メロンを贅沢に使っ
たスイーツなども販売され、メロンが 13 時
ごろ完売する盛況ぶりでした。

ＪＡながさき西海松浦メロン部会
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北海道鷹栖町の児童と交流

　北海道鷹栖町児童 6 人が本市を訪れ、本市の
児童 6 人とともにホークス交流に参加しました。
　この事業は、互いの地域を訪問し、風土や文化
の違いなどを体験しながら交流を図ることを目的
に行われています。
今回は、鷹島の埋蔵文化財センターガイダンス施

設や松浦魚市場を見学し、9 日には市内小学校の平
和学習に参加する予定でしたが、台風 6 号接近の
ため休校となり各ホームステイ先で黙祷を行いまし
た。送別式では、別れを惜しみながらも、来年１月、
鷹栖町での再会を約束し、松浦を出発しました。

ホークス交流
～ 10

▲ 送別式での集合写真。5 日間で沢山の絆と
笑顔が生まれました。
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志佐中学校 3年生が市役所の仕事を体験

　松浦市内の中学校では職場体験学習に取り組ん
でいます。職場体験は、身近な社会の現場で実際
に勤労体験をすることで、働く大切さや勤労意識
を養うことを目的に行われており、生徒たちは、
市内のさまざまな事業所に出向いて 2 ～ 3 日間
希望する職場に勤務します。
　今回は、市役所を訪れた 7 人のうち、志佐中
学校 3 年の大浦桃佳さんと杉山楓さんが、市報
づくりに取り組みました。生徒が作成した記事を
紹介します。

　7 月 13 日、きらきら 21　2 階ホールで第
28 回中央公民館まつり（舞台発表）が開催
されました。
　今回は 12 団体が舞台発表をし、一人ひと
りの生き生きとした発表に来場者は引き込ま
れ、発表後の会場は大きな拍手と和やかな雰
囲気に包まれました。
　舞台発表後の発表者からは、「長年やって
いるが、緊張には慣れない」、「踊りを間違え
ないように必死だった」との感想が聞かれま
したが、その表情には笑顔と達成感が溢れて
いました。

第 28回中央公民館まつり（舞台発表）

～ 14


